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自転車は気持ちいい。 
路上を滑空するように、 
どこまでも走って行けそうだ。 
 
でも実際の道路には 
すっきりしない事々がたくさんあって、 
車道では自動車に邪魔にされ、 
歩道では歩行者を怖がらせる。 
いったいどこを走ればよいのか？ 
 
自転車は自（みずから）転（てんずる）ものだ。 
自転車をとりまく環境は雑然としているが、 
自分がどう走るかはまず自分で考えてみよう。 
 
そのようにして道は見えてくるのではないか。 
（もしかすると自転車は、道を紡ぐこともできる道具なのかもしれない。） 
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本文はおもに自転車の利用環境を解説する内容になっています。 
★印の文は私が強調したい事柄や私個人の提案です。各章末に付した◇印の文も同様です。 


